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はじめに�

　この度は、5.1 シネマティックサウンドシステムをご購入いただきまして、誠にありがとうございます。このスピーカ
ーシステムはサブウーハーと5つのサテライトスピーカーから成る、5.1チャンネルドルビー・デジタルサウンドを再
生するシステムです。�
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目次� CONTENTS

●総出力39W（RMS）［サブウーハー（18W）・センタースピーカー（7W）・サテライトスピーカー（3.5W）］で映
画館のような臨場感あふれるサウンドが楽しめます。�

●5台のサテライトスピーカー、サブウーハーによる本格的5.1chドルビーデジタルサウンドを実現。�

●用途に合わせてパソコン・ゲーム機（プレイステーション2など）・DVDプレーヤー・CD-ROMプレーヤー・MDプレ
ーヤー・ステレオ・テレビ・ビデオデッキなどの幅広い機器に対応。2系統（デジタル（光）、アナログ）の接続可能。�

●デコーダーは液晶ディスプレイ表示になっており、付属のリモコンを使って簡単に操作ができます。�

●すぐに接続可能な光デジタルケーブル（1m）標準装備。　　　　　　　　　　　�

※プレイステーション2は株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメントの登録商標です。�

取扱説明書� MM-SPHT51

ご使用になる前によくお読み下さい。 

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。�
本誌に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。�

ご使用前にこのマニュアルをよくお読み下さい。また、�
お手元に置き、いつでも確認できる様にしておいて下さい。�

●ドルビー・デジタルオーディオ・デコーダボックス  �
●リモート・コントロール  �
●サブウーハー �
●サテライトスピーカー  �
●サテライトスピーカー専用スタンド  �
●デコーダ/サブウーハー接続コード（DC12V用） �
●接続ケーブル/G9（DIN9ピン）（デコーダとサブウーハー接続用）   �
●接続ケーブル/光（再生機器とデコーダ接続用）�
●オーディオ接続ケーブル�
　3.5mmステレオミニプラグ- 3.5mmステレオミニプラグ�
　3.5mmステレオミニプラグ-RCAプラグ　�
　RCAプラグ-RCAプラグ�
●取扱説明書兼保証書（本書）�
�
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2.製品仕様�

  �

ドルビーデジタルステレオ、プロロジック、AC3�

3.5mm  ステレオミニジャック�

S/PDIF 同軸�

S/PDIF 光（角型）�

L、R、SL、SR、C、サブウーハー�

180（W）×63（H）×135（D）mm�

430g�
液晶ディスプレイ、�

コントロールボタン（電源、テスト、エンター、モード、ミュート）、�

リモコン・光デジタルケーブル付�

ドルビーデジタルデコーダー�

サラウンドモード�

�

オーディオ入力端子�

�
出力端子�

寸　　法�

重　　量�

�
備　　考�

サブウーハー �

出力（RAM）�

インピーダンス�

ドライバユニット�

周波数特性�

S / N 比�

寸　　法�

重　　量�

電　　源�

消費電力�

備　　考�

 �

18W（RAM）�

4Ω�

5.25インチウーハー�

40Hz～300Hz�

65db�

165（W）×203（H）×361（D）mm�

4.81kg�

100V 50/60Hz�

60W�

ON/OFFスイッチ�

サテライトスピーカー（センター、L、R、SL、SR） �

出　　力�

インピーダンス�

ドライバユニット�

周波数特性�

S / N 比�

寸　　法�

重　　量�

備　　考�

 �

L、R、SL、SR、（3.5W）センター7W（RMS）�

8Ω�

3インチフルレンジユニット�

200Hz～18KHz�

7db�

104（W）×152.5（H）×88.9（D）mm�

372g�

専用サテライトスピーカースタンド×5個付�

アナログ�

デジタル�

G9（ミニDIN）�
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3.システム構成図�

REAR R FRONT R REAR L

デコーダー�

CENTER

サブウーハー�

FRONT L

DVDプレーヤー� パソコン�

4.スピーカーの配置�

L C R

SL SR

サブウーハー�

部屋の隅はHi-Fiスピーカーの配置にはあまり適しません。スピーカーが部屋の内部を取り  �
囲むように配置されているのが最適とされ、臨場感たっぷりのサウンドをお楽しみいただけます。�
�
また本製品は、リビングルームより、書斎などでお使いになるとよりよい音質で楽しめます。窓やカーテン、カーペット
などの部屋の表面上の素材が音響に重要な影響を及ぼします。�
�
スピーカーを部屋の隅に配置するのはなるべく避けて下さい。 重低音が三面から跳ね返ってしまい、反応が著しく低
下してしまいます。壁から約60cm～90cm離れた位置が最適です。�
�
最適なサウンドが得られるまで、ご自由にいろいろな設定をお試しください。�
�

■設置場所について�

�

〈スピーカー配置例〉�
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1.スピーカーを配置する�
①DVDプレーヤー・ゲーム機など、本製品と接続する機器の電源を切ります。�
②本製品をパッケージから取り出します。�
③G9(DIN9ピン)ケーブルを、デコーダ裏面の左下部にある9pinのLINE OUTコネクタにつなぎ、もう一方をサブ
　ウーハーのINPUTコネクタにつなぎます。�
④FRONT右、FRONT左、センター、REAR右、REAR左の各サテライトスピーカーの配置  �
　場所を決め、平らな安定した場所に置きます。必要に応じてサテライトスピーカー専用スタンドを使用して設置　
　してください。フック穴を使って壁に取りつけることもできます。�

2.スピーカーを接続する�
①ＣENTER(センター)スピーカーをサブウーハーのＣENTERコネクタにつなぎます。�
②FRONT Ｌ(左)スピーカーをサブウーハーのFRONT Ｌコネクタにつなぎます。�
③FRONT Ｒ(右)スピーカーをサブウーハーのFRONT Ｒコネクタにつなぎます。�
④REAR L(サラウンド左)スピーカーをサブウーハーのREAR Lコネクタにつなぎます。�
⑤REAR R(サラウンド右)をサブウーファーのREAR Rコネクタにつなぎます。�

5.接続方法（※デコーダとサブウーハーを接続する時は、デコーダの各部名称を参照の上行ってください。）�

OUTPUT
R L

REAR

FRONT

CENTER

DC OUTPUT

INPUT

AC

ON

OFF

〈サブウーハー裏面〉�

3.電源を入れる�
①デコーダのLINE OUTとサブウーハーのINPUTを接続します。（G9（DIN9ピン）ケーブル使用。）ゲーム機、　
　DVDプレイヤーとデコーダを付属の光ケーブルで接続します。�
　※デコーダの背面パネルスイッチをOP側にしてください。�
②デコーダのDC-INとサブウーハーのDC OUTPUTを接続し、サブウーハーの電源コードをコンセントに差し込みます。�
③サブウーハーの電源スイッチをオンにして電源を入れます。次にデコーダのPOWERを押して電源を入れます。
　デコーダの音量、各設定を調節し、ソフトを再生してお楽しみください。�

デコーダの音量を調節しないまま再生を始めると、思わぬ大音量になりますので、音源を再生する前に、デコーダ�
の音量を小さくし、再生開始後に除々に適当な音量まで上げて調節するようにしてください。�

注意�
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6.デコーダの操作�

●POWER(電源オン/オフ)ボタン：�
このボタンを押すと、設定が診断・初期化され、約1秒で電源がオン/オフになります。�

●MODE設定ボタン：�
このボタンを押すと、液晶パネル表示がモード設定画面になり、音量ディスプレイが一時的に表示されなくなって、
選択事項が点滅します。このボタンを押すたびに、次のモード設定画面に進み、Enterボタンを押すと設定した内
容が有効になり、モード設定画面を終了します。�

●ENTERボタン：�
設定を確定し、モード設定を終了します。�

●UP/テストボタン：�
モード設定画面では上方向ボタンとして働き、通常は押すとスピーカーテストを行います。�

●DOWN/消音ボタン：�
モード設定画面では下方向ボタンとして働き、通常は押すとミュート(消音)状態になります。�

■フロントパネルの各ボタン名称�

POWER MODE

TEST

ENTER

MUTE

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L
C

R

SL SR

SW

MUTEC

INPUT

DIGITAL MODE

SURROUND MODE
AC-3 ProLogic

Pro Logic
Auto ON

Stereo

Digital

AC-3 PCM

Analog

電源ボタン� LCDディスプレイ� モード設定ボタン�

UP/テストボタン�

Enterボタン�

Down/消音ボタン�

A  G9出力端子サブウーハーへのアナログ出力（左、右、サラウンド左、サラウンド右、センター、サブウーハー）�

B  アナログステレオ入力端子�

C  オプティカル（光）ケーブルS/PDIF入力端子（デジタル入力） �

D  オプティカル（光）・同軸入力切替スイッチ�

E  同軸ケーブルS/PDIF入力端子（デジタル入力）�

F   DC入力端子/サブウーハーのDC OUTPUTと接続します。�

■リアパネル各部のコネクタ名称�

LINE OUT LINE IN OPTICAL COAXIAL DC IN
OP. CO.

A B C D E F
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6.デコーダの操作（つづき）�

A. VOLUME(音量)表示�
B. BALANCE(音量バランス)表示�
C. DELAY(ディレイ)表示�
D. スピーカーモード �
E. 各スピーカーの動作表示�
F. 入力音源ディスプレイ�
G. デジタル音声入力方式ディスプレイ（自動検知）�
H. サラウンドモードディスプレイ�
I. Pro Logic Auto-ON表示�
J. MUTE(ミュート)表示；これが点滅しているときは、ミュートがオン(消音状態)になっています。�
K. SR、SLはそれぞれサラウンド右、サラウンド左チャンネルを意味します。�
L. TEST(テスト)表示:これが点滅しているときは、出力テスト中です。�
M. SW(サブウーファー)チャンネル音量表示�
N. Ｃ(センター)チャンネル音量表示�
O. SR(サラウンド右)チャンネル音量表示�
P. SL(サラウンド左)チャンネル音量表示�
Q. Ｒ(右)チャンネル音量表示�
R. Ｌ(左)チャンネル音量表示�
�

■LCDディスプレイ名称�

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L
C

R

SL SR

SW

MUTEC

INPUT

DIGITAL MODE

SURROUND MODE
AC-3 ProLogic

Pro Logic
Auto ON

Stereo

Digital

AC-3 PCM

Analog

A B C D E F

G

H

IJKLMNOPQR
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6.デコーダの操作（つづき）�

a. POWER(電源)ON/OFFボタン�
b. TEST(テスト)ON/OFFボタン�
c. MUTE(ミュート/消音）ON/OFFボタン�
d. Up(上方向）ボタン/音量や音量バランスを上げます。ディレイタイム調節の際は、ディレイタイムを長くします。�
e.DOWN(下方向）ボタン/音量や音量バランスを下げます。ディレイタイム調節の際は、　ディレイタイムを短くします。�
f. Surround(サラウンド）ボタン/サラウンドモードを選択します。�
g. Resetボタン/各種設定を電源投入時の初期状態に戻します。�
h. Pro Logic Auto-ONボタン�
i. Inputモード選択ボタン�
j.  Delayタイム調節ボタン�
k. BASS強調/通常ボタン�
l. Speaker Modeボタン�
m.Balanceボタン/音量バランス調整を行います。�
�

■リモートコントローラーの操作ボタン名称�

POWER TEST MUTE

Up

VolumeBalance

Down

ResetPro Logic�
Auto On

Delay

SurroundInput

Bass

Speaker�
Mode

RM-201

k

l

i

h

j

m

g

f

e

d

a b c



 

7.「Select Program Folder」(プログラムフォルダ名の指定）画面になります。「Next」を
クリックしてください。�

8.インストールが終了するとデスクトップに「PC-Linq」アイコン　　　が新しく作られ、�
「PC-Linq」のインストールが終了します。�
9.USBリンクケーブルのコネクタをパソコンのUSBポートに接続します。�
10.「新しいハードウェアのウイザードの検索ウィザードの開始」画面が表示されますので、「次
へ」をクリックしてください。�

■ Windows2000の場合　(続き)
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11.「ハードウェアデバイスドライバのインストール｣画面となるので、｢デバイスに最適なドラ
イバを検索する」にチェックを付け「次へ」をクリックしてください。�

12.「ドライバファイルの特定」画面となるので、「CD-ROMドライブ」にチェックマークをつけ、
「次へ」をクリックしてください。�

■ Windows2000の場合　(続き)

13.「ドライバファイルの検索｣画面となるので、「次へ」をクリックしてください。�

チェックマーク�

チェックマーク�

9
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7.LCDディスプレイの操作方法(つづき）�

サラウンドモードは「Pro Logic」か「Stereo」が選択可能で、図6、図7、図8の3通りの方式を選べます。�

1. アナログ入力で、「Pro Logic」�
�

2. アナログ入力で、「Stereo」�

図6

図7

図8

■アナログ入力の場合�

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L
C

R

SL SR

SW

MUTEC

INPUT

SURROUND MODE
ProLogic

Analog

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L
C

R

SL SR

SW

MUTEC

INPUT

SURROUND MODE
Stereo

Analog

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L
C

R

SL SR

SW

MUTEC

INPUT

SURROUND MODE
ProLogic Stereo

Analog

点滅�
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本製品のデコーダで、Dolby Digitalシステム上で２種類の重低音設定が出来ます。下図はその参考例です。�
�

1. スピーカーモード1：2スピーカー＋サブウーファー�

　A. 重低音調整：設定例1

B. 重低音調整：設定例２�

8.スピーカーモードの設定�

図9

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L R
SW

MUTEC

INPUT

DIGITAL MODE

SURROUND MODE
AC-3 ProLogic

Pro Logic
Auto ON

Stereo

Digital

AC-3 PCM

Analog

図10

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L R
SW

MUTEC

INPUT

DIGITAL MODE

SURROUND MODE
AC-3 ProLogic

Pro Logic
Auto ON

Stereo

Digital

AC-3 PCM

Analog

■設定例�
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2. スピーカーモード2：3スピーカー＋サブウーファー�

　A. 重低音調整：設定例１�

2. スピーカーモード2：3スピーカー＋サブウーファー�

　A. 重低音調整：設定例１�

B. 重低音調整：設定例２�

8.スピーカーモードの設定（つづき）�

図11

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L
C

R
SW

MUTEC

INPUT

DIGITAL MODE

SURROUND MODE
AC-3 ProLogic

Pro Logic
Auto ON

Stereo

Digital

AC-3 PCM

Analog

図１2

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L
C

R
SW

MUTEC

INPUT

DIGITAL MODE

SURROUND MODE
AC-3 ProLogic

Pro Logic
Auto ON

Stereo

Digital

AC-3 PCM

Analog

図１3

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L R

SL SR

SW

MUTEC

INPUT

DIGITAL MODE

SURROUND MODE
AC-3 ProLogic

Pro Logic
Auto ON

Stereo

Digital

AC-3 PCM

Analog
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4. スピーカーモード4：5スピーカー＋サブウーファー�

　A. 重低音調整：設定例1

B. 重低音調整：設定例2

B. 重低音調整：設定例2

8.スピーカーモードの設定（つづき）�

図14

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L R

SL SR

SW

MUTEC

INPUT

DIGITAL MODE

SURROUND MODE
AC-3 ProLogic

Pro Logic
Auto ON

Stereo

Digital

AC-3 PCM

Analog

図１5

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L
C

R

SL SR

SW

MUTEC

INPUT

DIGITAL MODE

SURROUND MODE
AC-3 ProLogic

Pro Logic
Auto ON

Stereo

Digital

AC-3 PCM

Analog

図１6

RL SL SR SW TEST

VOLUME BALANCE DELAY
SPEAKER MODE

L
C

R

SL SR

SW

MUTEC

INPUT

DIGITAL MODE

SURROUND MODE
AC-3 ProLogic

Pro Logic
Auto ON

Stereo

Digital

AC-3 PCM

Analog
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8.スピーカーモードの設定（つづき）�

■設定手順�

スピーカーモードを設定する際、以下の手順での設定をお勧めします。�
使用するスピーカーの数と位置を「TEST」機能で確認します。�

①本製品につなぐ音源装置の出力がデジタル(AC-3かPCM)、アナログ(ステレオ)のどちらであるかを確認し、
　適切なモードで「INPUT」モードの設定を行います。�

② 音源装置で音を再生します。�

③試聴してみて、リモコンでスピーカーモードのBassボタンを押して、重低音を調整します。�

テスト：�
オートノイズテストモードです。ノイズを各スピーカー（L、R、SL、SR、C、SWの計6）から、2秒ずつ出力します。�
�

9.トラブルシューティング�

この項では、本製品のセットアップ・接続で生じることのある問題を取り上げます。以下の方法で問題が解決しないときは、
ユーザーサポートにお問い合わせください。�

1. 音が出ない�
　●スピーカーが正しく接続されているか確認します。つないだケーブルの数と位置が合っているか、しっかりと�
　　コネクタに接続されているかを確認します。�
　●パソコンやオーディオ等の機器からデコーダへ適切な形式で音声入力が設定されているか確認します。�

2. 音が小さい�
　●ボリュームコントロールが下がったままになっていないか確認します。�
　●スピーカーのケーブルが正しく接続されているか確認します。�

3. ブーンという騒音がする�
　●スピーカーケーブルの配線が正しいか確認します。�

4. 音のバランスがとれていない�
　●バランスコントロールの設定が適切かどうか確認します。�
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10.使用上の注意�

＜火災の危険があります＞�
●本製品は電気で動作するため、発火する危険性があります。�
●本製品はコンピュータ、オーディオ機器等に接続して使用されるため、コンピュータ、オーディオ機器等に異常があ
ると、本製品にも異常をきたし、本製品が故障、発火する可能性があります。�
●本製品が異常をきたし、接続されているコンピュータ、オーディオ機器等にも影響して故障、発火する可能性があり
ます。�
●安全のために、本「使用上の注意」を厳守するようお願いいたします。�

＜設置場所について＞�
■テレビやアンテナ、ラジオ、ステレオ等の近くに設置しないでください�
●本製品を住宅地域またはその隣接した地域で使用すると、ラジオ、テレビジョン受信機等に受信障害を与えるこ
とがあります。�

■強い振動、電磁界、腐食性ガスの発生する場所に設置しないでください�
●部品がはずれたり、破壊されたり、腐食されたりし、故障する危険性があります。�

■重ねて設置しないでください�
●本製品は電気で動作しているため発熱します。そのため、他の機器や本製品どうしを重ねて設置すると、熱が逃
げにくくなり、接触部分が焦げたり、熱による異常動作をおこしたりする可能性があり危険です。�

●発火する恐れがあり、火災の原因となり危険ですので、重ねて設置しないようにしてください。�

■大きな電力を使用するものやノイズを発生するものの近くに設置しないでください�
●本製品を複写機やドライヤ等の大きな電力を使用するものや、ノイズを発生するものの近くに設置すると、異常
動作したり故障する危険性があります。�

■不安定な場所に設置しないでください�
●本製品に接続する接続機器（コンピュータ、オーディオ機器等）は水平な場所に正しい向きで設置してください。�
●斜面や凹凸のある場所に設置すると製品に異常をきたし、故障や発火の原因となります。�

■高温、低温、多湿の場所や急激な温度変化のある場所に設置しないでください�
●急激な温度変化のある場所に設置すると、故障する可能性があります。�

■直射日光の当たる場所や屋外に設置しないでください�
●本製品は屋内での使用を前提とした製品であるため、屋外に設置すると、故障する可能性があります。�
●直射日光の当たる場所に設置すると、動作保証環境以上の温度になり、故障、発火、変形する危険性があります。�

■風通しを良くしてください�
●本製品は電気で動作するため発熱します。そのため、熱を逃がすよう設計されていますが、風通しが悪く熱のた
まりやすい場所に設置すると、発火する恐れがあり、火災の原因となり危険ですのでおやめください。�

＜接続について＞�
■コネクタを必ず確認してください�
●本製品には、コンピュータ、オーディオ機器等と接続するためのコネクタがあります。コネクタのピンが折れてい
たり曲がっていたりすると、本製品が故障するだけでなく、接続するコンピュータ、オーディオ機器等も故障させる
危険性があります。�
●接続時には、コネクタを必ず確認してください。異常がある場合は、ユーザーサポートセンターにご相談ください。�

■接続機器の注意�
●本製品に接続する接続機器（コンピュータ、オーディオ機器等）は正常なものを接続してください。�
●接続する機器に漏電等の異常があると、本製品に異常をきたし、故障や発火の原因となります。�
●自作した機器やケーブルを使用すると、製品に異常をきたし、故障や発火の原因になりますので、使用しないでく
ださい。�

＜けがに注意してください＞�
●本製品の角や金属端子部分等、やむをえず鋭利な部分があり、けがをする恐れがあります。�
●本製品のお取り扱いには注意してください。�


